
※誤った情報を記入・入力し、進学届を送信した場合、
後日変更・取消ができない項目があります。

記入・入力内容を十分確認した上で進学届を
送信してください。

メールアドレス認証時に表示されます。

必ず書き写してください。

学校より配布。

※記入・入力時の注意事項



※申込IDは必ずスクリーンショットで保存するか
進学届入力下書き用紙の表紙に転記してください。







入力日

学籍番号は

「－（ハイフン）」を

除いて記入・入力。

衛 生

2 0

2026 3



↙ ※学校の住所を記入・入力

※ 郵便番号入力→住所検索後、自動入力

※ 自動入力された住所以降（番地以降）を入力

当
て
は
ま
る
も
の
は
全
て
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択



利用する奨学金（「採用候補者決定通知」にて「採用候補者」と

なっている奨学金）を確認し、該当（がいとう）ページについて

全て記入・入力してください。

※記入・入力する前に、該当（がいとう）ページに目印をつけて

ください。

↙ ※自宅外通学のみ、住所を記入・入力



給付奨学金を利用する方は全員「はい」を選択してください。





給付奨学金と第一種奨学金をあわせて利用する場合、

第一種奨学金の貸与額が自動的に調整されます（併給調整）。

特に第Ⅰ区分及び第Ⅱ区分の貸与額は0円となりますので、

必ず金額を確認してください

（家計状況の確認等により給付奨学金の対象から外れた場合は、

希望する貸与額で第一種奨学金の振込みが開始されます）。





※労働金庫からつなぎ融資を受けている場合

→入学時特別増額貸与奨学金を辞退することはできません。

※「『国の教育ローン』の申込 必要 」と記載がある場合

→国の教育ローンに申し込んだ結果、融資を受けられなかった

場合に入学時特別増額貸与奨学金を利用することができます。







※ 郵便番号入力→住所検索後、自動入力

※ 自動入力された住所以降（番地以降）を入力

誤入力が多い項目です。確認の上選択してください。



※ 郵便番号入力→住所検索後、自動入力

※ 自動入力された住所以降（番地以降）を入力

誤入力が多い項目です。確認の上選択してください。





※進学届提出後は、保証制度の変更ができません。



全員記入・入力



全員記入・入力

※ 郵便番号入力→住所検索後、自動入力

※ 自動入力された住所以降（番地以降）を入力

※間違いの多い項目です。よくご確認ください。



※ 郵便番号入力→住所検索後、自動入力

※ 自動入力された住所以降（番地以降）を入力

●人的保証の場合：

ページ「2.連帯保証人と保証人について」の項目を

記入・入力（※ ページにも記入・入力する項目が

ありますので、忘れずにご確認ください）。

●機関保証の場合：

ページ「3.本人以外の連絡先について」記入・入力。
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※ 郵便番号入力→住所検索後、自動入力

※ 自動入力された住所以降（番地以降）を入力

奨学生本人を連絡先

にすることはできません。

※ 郵便番号入力→住所検索後、自動入力

※ 自動入力された住所以降（番地以降）を入力



全員記入・入力

誤入力が多い項目です。必ず確認の上送信してください。




